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（1） 令和5年7月15日発行

通常開催に熱高まる通常開催に熱高まる
4 年ぶり！4年ぶり！

見送り 神
し ん わ や ま た の お ろ ち

話八俣遠呂智
神代の昔、高

たかまがはら

天原から追放された須
す さ の お の み こ と

佐之男命が
一つの胴体に八つの頭と八つの尾をもった大蛇
の八

や ま た の お ろ ち

俣遠呂智を退治し「草薙剣」を得る場面です。

表 歌
かぶきじゅうはちばんしばらく

舞伎十八番暫
悪人の清

きよはらたけひら

原武衡が家来に命じて善人たちを斬
ろうとするところに「しばらく」の一声とと
もに鎌

かまくらごんごろうかげまさ

倉権五郎景政が登場し、善人たちを救
うという歌舞伎の十八番の演目です。

　4 年ぶりの規制なしの通常開催となる今年の博多祇　4 年ぶりの規制なしの通常開催となる今年の博多祇
園山笠は、疫病除去のため施餓鬼棚に乗って祈祷水を園山笠は、疫病除去のため施餓鬼棚に乗って祈祷水を
まいたのが始まりと言われています。その歴史と伝統まいたのが始まりと言われています。その歴史と伝統
は古く、700 年以上にわたり受け継がれています。は古く、700 年以上にわたり受け継がれています。

梅雨を彩るあじさい梅雨を彩るあじさい



令和5年7月15日令和5年7月15日 第68号（2）第68号（2）
　
こ
の
た
び
、
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

木
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
原
副
会
長
、
廣
田

副
会
長
、
稲
益
会
計
と
も
ど
も
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら

仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、
地
域

奉
仕
活
動
な
ど
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
楢
橋
前
会
長
に
お
か
れ
ま

　
博
高
連
の
皆
さ
ま
！
ま
ず
も
っ
て
、

長
い
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

博
高
連
運
営
委
員
10
年
間
、
う
ち
5

年
間
は
会
長
と
し
て
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
楽
し
く
、
大
過
な
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沢
山
の
思
い
出
と
多
く
の

会
長
　
木
原
　
正
道

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

持
続
可
能
な
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

　
し
か
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
は
全
国
的
傾

向
で
す
が
と
も
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
博
多
区
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
ピ
ー
ク
時
の
平
成
２
年
度
の
ク

ラ
ブ
数
１
８
２
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

１
０
４
７
３
人
か
ら
令
和
５
年
度
は

91
ク
ラ
ブ
３
７
２
２
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
解
散
の
主
な
原

因
は
①
会
長
が
病
気
等
で
退
任
さ
れ

た
後
、
後
任
会
長
の
成
り
手
が
な
く

止
む
な
く
解
散
す
る
ケ
ー
ス
②
会
員

の
高
齢
化
等
自
然
減
で
人
数
は
減
る

が
、
新
規
入
会
者
が
な
く
活
動
が
維

持
で
き
な
く
な
り
解
散
す
る
ケ
ー
ス

の
2
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
会
長
が
後

継
者
育
成
は
重
点
業
務
だ
と
捉
え
る

と
と
も
に
、
会
の
業
務
や
役
職
を
多

く
の
会
員
に
分
散
す
る
。
若
手
会
員

や
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と

し
て
は
、
５
年
の
長
き
に
わ
た
り
博

高
連
の
活
性
化
に
向
け
ご
尽
力
と
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
核
家
族
化
の

急
速
な
進
展
に
よ
り
、
人
と
の
交

流
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
外
出
機
会

が
減
少
し
た
高
齢
者
の
体
力
低
下
や

社
会
的
孤
立
が
心
配
さ
れ
て
い
る
な

か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
、
地
域
で
と
も
に
支
え

合
う
友
愛
活
動
な
ど
が
再
評
価
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

前
会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め

や
会
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
活
動
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
地
域

に
お
い
て
ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
、
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
人
に
声
を
か
け
口
コ
ミ
に
よ

り
仲
間
が
欲
し
い
人
、
ク
ラ
ブ
に
興

味
を
持
つ
人
を
発
掘
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
で
と
も
に
支
え
合
う
交
流
の
場

と
し
て
私
た
ち
高
齢
者
に
必
要
不
可

欠
な
組
織
で
す
。
今
後
と
も
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
い

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
老
人
ク
ラ
ブ

づ
く
り
に
向
け
て
運
営
委
員
会
等
で

協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
さ
ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

方
の
お
顔
を
想
い
だ
し
ま
す
。
い
ろ

ん
な
場
面
で
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
は
自
分
の
人
生
は
4
度
、
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
々
で
「
ワ
ク
ワ
ク
」
し
た
感

情
が
生
ま
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
1
度
目
は
福
岡
市
役
所
に
勤
務

し
た
時
。「
天
下
の
市
役
所
俺
で
持
つ
」

の
気
概
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
2

度
目
は
再
就
職
の
時
、
3
度
目
の
ワ

ク
ワ
ク
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
係
わ
っ

て
き
た
時
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
や

は
り
人
と
人
の
交
流
が
基
本
で
、
そ

こ
か
ら
相
手
を
理
解
し
、
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
の

場
合
、
先
述
の
と
お
り
多
く
の
方
に

支
え
て
い
た
だ
き
、
幸
せ
で
し
た
。

　
4
度
目
は
、
今
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

の
一
会
員
と
し
て
、
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
す
。周
り
の
長
年
付
き
合
っ

て
き
た
仲
間
と
と
も
に
助
け
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
に
残
さ
れ
た
時
間
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

最
終
の
仕
上
げ
と
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
持
ち

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
5
類
相
当
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
明
る
い

社
会
が
広
が
っ
て
き
た
感
じ
が
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
方
、
持
て
る
力
を

十
分
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
、
地
域

の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
方
の
今
後
の
ご
健
勝
と
博

高
連
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

退任あいさつ 就任あいさつ
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令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

役員・運営委員名簿

博多区老人クラブ連合会事務局　活動推進員　隈本　秀勝
〒 812-8512
博多区博多駅前 2 丁目 8-1 博多区役所 4 階
電話　092-419-1085　　 FAX　092-441-1455

令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

女性部長名簿

校区・地区 氏　名

千   代 武藤 　諒子

大 　 浜 倉本 たか子

御 供 所 原　 多惠子

奈 良 屋 ◯ 五十嵐 トシ子

冷 　 泉 岡本　 光世

住 　 吉 藤井 しつ江

東 住 吉 沖　 多喜子

春 　 住 中村　 秀子

美 野 島 山田 　鈴恵

吉 　 塚 中山 美知子

東 吉 塚 伊藤　 康代

校区・地区 氏　名

東 　 光 薄井 　清子

堅 粕

席 田 片見 　真弓

東 月 隈 八谷 　英子

那 珂 庄島 　克枝

弥 生

板 付 春日 　祥子

三 筑 松尾　 洋子

那 珂 南 ◎ 渕上 　文子

◎部会長　　　〇副部会長

実施日 行事名 会　場

7  

6 ～ 7 九州ブロック老人クラブリーダー研修会 オリエンタルホテル福岡

19  運営委員会④ 博多市民センター第 1 会議室

26  演芸大会 博多市民センター　全館

28  市高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ

8

3 地域リーダー研修会  博多市民センター　ホール

18 運営委員会⑤ 博多市民センター第 1 会議室

25 デジタル研修会 博多市民センター第 1 会議室

30 市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館

9

12 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

15 運営委員会⑥ 博多市民センター第 1 会議室

20 全国一斉「社会奉仕の日」

21 グラウンド・ゴルフ大会（予備日：22日）山王公園（自由広場・野球場）

28 市）高齢者ゴルフ大会 セブンミリオンカントリークラブ

10

6 カラオケ大会 博多市民センター　全館

10 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
10 ～ 15 第 50 回市高齢者美術展　第２希望 福岡市美術館

19 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

20
運営委員会⑦

博多市民センター第 1 会議室
ペタンク大会打合せ会議

25 第19回市グラウンド・ゴルフ大会
（予備日：26日） 舞鶴公園

11

10 ペタンク大会（予備日：13 日） 山王公園（自由広場）

16 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

20 運営委員会⑧ 博多市民センター第 1 会議室

28 健康教室　 区役所 5 Ｆ　集団指導室

12

1 社会見学会 未　定

7 ソフトダーツ大会 福岡市民体育館　競技場

12 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

15 運営委員会⑨ 博多市民センター第 1 会議室

21 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

1
19

運営委員会⑩ 博多区市民センター第１会議室

G・G 好友会役員会議

31 市）第 10 回高齢者ソフトダーツ大会 福岡市民体育館

2

9  女性リーダー研修会  未　定

19  運営委員会⑪ 博多市民センター第 1 会議室

26 ～ 27  他都市交流研修会（宿泊）  未　定

3

5 老人クラブ補助金及び友愛訪問説明会 博多市民センター　ホール

12  ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

13  運営委員会⑫ 博多市民センター第 1 会議室

28  グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

※�網掛けは、市老連等の行事予定です。※�網掛けは、市老連等の行事予定です。

令和 5 年度　博高連 行事計画 （令和 5 年 7 月１日現在）

役職名 校区
地区 氏　名

会　長 三　筑 木原 　正道

副会長
御供所 原 　　　功

那　珂 廣田 すみ子

会　計 東吉塚 稲益　　 満

監　事
東月隈 橋本 　憲仁

那　珂 日下部 洋子

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

千　代 板谷 加代子

大　浜 柴田 　光男

御供所 原　 　　功

奈良屋 青木　 　望

冷　泉 中尾 　敏勝

住　吉 藤井 しつ江

東住吉 小嶋 　和子

 春　住 南里 みどり

美野島 古屋　 征範

吉　塚 鹿子生 芳信

役職名 校区
地区 氏　名

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

東吉塚 稲益 　　満

東　光 古橋 　良夫

堅　粕 岩瀬 　弘毅

席　田 山内 　秀雄

東月隈 中原 富久男

那　珂 廣田 すみ子

弥　生 山田 　優基

板　付 楢橋 　照子

三　筑 木原 　正道

那珂南 伊藤 　　恵

女性部Ａ 五十嵐 トシ子

女性部Ｂ 山田 　鈴惠

女性部Ｃ 武藤 　諒子

女性部Ｄ 中山 美知子

女性部Ｅ 春日 　祥子

女性部Ｆ 渕上 　文子
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5
月
12
日
（
金
）、
博
多
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
5

年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
規
模
を

縮
小
し
た
う
え
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
各
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
会
長
68
名
、
女
性

部
長
44
名
の
計
１
１
２
名
が
出
席

し
、
博
多
区
長
の
髙
木
三
郎
氏
を

は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
中
原
富
久
男
会
長

（
東
月
隈
）
が
選
任
さ
れ
、
令
和

4
年
度
事
業
報
告
、
令
和
4
年
度

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
令

和
5
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
令

和
5
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

（敬称略）
令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

会長表彰被表彰者一覧会長表彰被表彰者一覧
運営委員等退任者運営委員等退任者

板付校区 会　  長 楢橋　貞雄
東光校区 副 会 長 阿部　悦子
席田校区 運営委員 関　　利光　

東月隈校区 運営委員 八谷　英子　
弥生校区 運営委員 開　　福江
三筑校区 運営委員 松尾　洋子　
席田校区 監　   事 吉田　　実

校区女性部長退任者校区女性部長退任者

東光校区 阿部　悦子
弥生校区 開　　福江

那珂南校区 城戸 スミ江

単位老人クラブ会長退任者単位老人クラブ会長退任者

冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会いずみ会 江頭　孝子
東住吉校区 第五永寿会 松田　　操
春住校区 春住第三長生クラブ 山本　律子
春住校区 春住第八長生クラブ 詫間 千代子
東光校区 東比恵３丁目１区寿会 阿部　悦子
板付校区 麦野１丁目第一明正会 楢橋　貞雄
三筑校区 寿福会 山口　孝俊

那珂南校区 さざん会 渡辺　千春
那珂南校区 竹丘町竹若会 松本　正博

会員増強運動特別賞会員増強運動特別賞

冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会冷泉いずみ会 中尾 　敏勝
冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会いずみ会 江頭 　孝子

東吉塚校区 東吉塚なかよしの会 稲益 　　満
席田校区 上臼井長寿会 松田 　勝弥
席田校区 下臼井長寿会 堀内 　　清

東月隈校区 第三常磐会 中原 富久男
那珂南校区 葉櫻会 簑原 　清隆

木
原
新
会
長
の
も
と

木
原
新
会
長
の
も
と

��

よ
り
良
い
組
織
に

よ
り
良
い
組
織
に

令
和
5
年
度 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

議
事
が
進
行

さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が

承
認
・
可
決

さ
れ
方
針
が

決
定
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議

事
の
前
に
は

退
任
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈

並
び
に
会
員

増
強
運
動
で
功
績
を
残
し
た
ク
ラ

ブ
へ
の
特
別
賞
表
彰
が
あ
り
、
楢

橋
貞
雄
前
博
多
区
老
連
会
長
を
筆

頭
に
多
数
の
運
営
委
員
退
任
者
、

校
区
会
長
・
女
性
部
長
退
任
者
と
、

7
つ
の
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

【新会長】【新会長】
木原　正道氏木原　正道氏

表彰を受ける楢橋貞雄氏表彰を受ける楢橋貞雄氏

拍手にて議案承認・可決拍手にて議案承認・可決



令和5年7月15日令和5年7月15日（5）第68号（5）第68号

　

12
月
9
日
（
金
）、
福

岡
市
民
体
育
館
に
て
第

12
回
博
多
区
高
齢
者
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
３
１
名

が
参
加
し
、
カ
ウ
ン
ト
・

　12 月 2 日（金）、3 年ぶりとなる社会見学を開催し、五ヶ
山ダムと筑後川昇開橋に行きました。
　特に筑後川昇開橋は、世界でも有数の昇降式可動鉄橋であ
り国指定の重要文化財です。参加者の皆さんは、普段、訪れ
ることのできない観光地でゆっくりとした時間を過ごすこと
ができました。移動途中には、道の駅大和に寄って買い物を
楽しんだり、川上峡温泉ホテル龍登園にておいしい食事を堪
能しました。

優
勝
目
指
し
力
強
く
一
投

優
勝
目
指
し
力
強
く
一
投

第
12
回
博
多
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

板付校区
吉松　幸雄さん（92）

　健康の秘訣はソフトダーツ
です。80 歳の頃に肝臓がん
になりましたが、10 年の闘
病を経て完治しました。畑を
借りて農作業をしていたの
で、それが丈夫な体の秘訣に
もなっていると思います。

　ソフトダーツは、5年ほど前
にマンションに引っ越してから
始めました。かつては、槍投
げやバレーをしているスポー
ツウーマンでバレーに関して
は70歳になるまで市のバレー
チームで活動していました。

大浜地区
藤　節子さん（87）

最高齢者賞最高齢者賞

令和4年度�博多区老人クラブ連合会社会見学

83名がバスの旅で気分転換83名がバスの旅で気分転換

筑後川昇開橋にて

順　位 氏　名 校区・地区 総得点
優　勝 藤井 　金光 東住吉 999
準優勝 吉野 文三郎 弥　生 985
第 3 位 薄井 　清子 東　光 944

【カウント・アップ】

【アンダー・ザ・ハット　ボード優勝者】

ボード 校区・地区 氏　名
１ 弥　生 井手 　哲二
2 弥　生 吉野 文三郎
3 東月隈 入木田 勝之
4 那珂南 佐久間 　朗
5 吉　塚 金子 フクヨ
6 東月隈 田中 　武一
7 那珂南 河津 　サワ
8 東住吉 小嶋 　和子

ボード 校区・地区 氏　名
9 板　付 日永田 義紀

10 板　付 山形 　清子
11 那　珂 廣田 すみ子
12 堅　粕 岩瀬 　弘毅
13 堅　粕 菊池 　得雄
14 吉　塚 中村 　興爾
15 吉　塚 綾部 　民江
16 那珂南 横坂 　勝行

（敬称略）
大 結会 果

ア
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種
目
で

実
力
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
表

の
通
り
で
す
。
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
上
位
3
名
が

９
０
０
点
以
上
を

獲
得
す
る
な
ど
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦

い
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

年齢を感じさせないプレーでした



令和5年7月15日令和5年7月15日 第68号（6）第68号（6）

　

6
月
14
日

（
水
）、
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
に

て
新
任
会
長
・

新
任
女
性
部
長

研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
原
功
副
会
長

の
開
会
の
言
葉

と
木
原
正
道
会

長
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
っ
た
研

修
会
で
は
、
ま
ず
初
め
に
老
人
ク
ラ

ブ
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
木
原
会
長

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
部

で
は
令
和
4
年
度
博
高
連
の
事
業
活

動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
ク
ラ

　

3
月
1
日
（
水
）、
博
多
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
令
和
4
年

度
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金

並
び
に
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会
を

3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
福

田
福
祉
・
介
護
保
険
課
長
よ
り「
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
を
日

頃
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
説
明
の
部
で
は
、
ま
ず
同

課
高
齢
者
福
祉
係
の
西
原
氏
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
事
業
実
績
報
告
や
令

和
5
年
度
補
助
金
交
付
申
請
方
法

の
説
明
の
ほ
か
、
質
疑
応
答
の
時

間
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
友
愛
訪

問
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

最
後
に
は
今
回
が
初
の
試
み
で
あ

る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
の
活
動
例
と
し
て
三
筑
校
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
単
位
ク
ラ
ブ
千
歳
会
の

活
動
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
よ
り
老
人
ク
ラ

ブ
の
基
礎
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
目
的
や
組
織
、
活
動
、

会
員
増
強
の
目
標
や
根
幹
に
関
わ
る

事
柄
の
ほ
か
に
、
ク
ラ
ブ
の
会
計
や

予
算
・
決
算
、
補
助
金
と
い
っ
た

運
営
面
の
事
柄
、
友
愛
訪
問
活
動
や

指
定
旅
館
、
福
祉
バ
ス
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
女

性
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
研

修
の
内
容
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
生
き
活
き
と
活
動
を

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
生
き
活
き
と
活
動
を

令
和
4
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
並
び
に
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会

令和5年度
新任会長・新任女性部長研修会

リーダーとしてリーダーとして
 組織を牽引するために 組織を牽引するために

高齢者福祉係高齢者福祉係
西原�氏西原�氏

　
6
月
29
日
（
木
）、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
長
生
園
に
て
博
多
区
高

齢
者
囲
碁・将
棋
大
会
を
開
催
し
、

囲
碁
の
部
13
名
、
将
棋
の
部
５
名

の
計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
や
間
仕
切

板
の
設
置
な
ど
万
全
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
講
じ
る
こ
と
で
参
加
者
が
安

心
し
、
真
剣
勝
負
の
中
に
も
和
気

あ
い
あ
い
に
交
流
を
楽
し
み
、
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆将棋の部

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 大森　正雄 吉　塚
準優勝 稲益　　満 東吉塚
第３位 岡部　安正 那珂南

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 筒井　政文 長生園

◆囲碁の部

【�チャンピオン戦�】【�チャンピオン戦�】
優　勝 森　　任一 御供所
準優勝 村上　正敏 三　筑
第３位 田中　　募 板　付

【�三・四段戦�】【�三・四段戦�】
優　勝 廣瀬　清吾 那珂南
準優勝 河原　弘典 那珂南

【�初・二段戦�】【�初・二段戦�】
優　勝 入江　正人 那珂南
準優勝 宮脇　秀明 長生園
第３位 吉村　通芳 東月隈

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 安部　恭輔 東月隈
準優勝 今川　統雄 席　田

一手一手が真剣勝負一手一手が真剣勝負

令和 5 年度 博多区高齢者囲碁・将棋大会令和 5 年度 博多区高齢者囲碁・将棋大会

先手、先手の先読み勝負！先手、先手の先読み勝負！最高齢者賞

87歳
廣瀬　清吾さん廣瀬　清吾さん

【那珂南】【那珂南】

（男性）（男性）

　健康の秘訣は毎日２時間ジムに
通っていること。若いときから運
動を親しんでおり、テニスの選手
もしていました。
　70 歳から始めた囲碁の魅力は
手を読むことです。相手に邪魔さ
れないように何手先も読むことが
楽しいです。囲碁のほかにも遊ぶ
ことが好きでマージャンもしてい
ます。

 【 大 会 成 績 】（敬称略）



令和5年7月15日令和5年7月15日（7）第68号（7）第68号
　
春
住
長
生
ク
ラ
ブ
は
、
福
岡
市

緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
公

民
館
近
く
の
花
の
公
園
の
一
角
に

長
生
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
た
ち
で

小
さ
な
花
壇
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
美
化
を
目

的
と
し
て
お
り
、
年
に
2
回
ほ

ど
、
花
の
植
え
替
え
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
日
水
や
り
や
草
取

り
を
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
く
立
ち
並
ぶ

　
私
は
、
板
付
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
令
和
3
年
に
入
会

し
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
3
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
友
愛
訪
問
を
す
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
、
令
和

4
年
度
は
絶
対
2
度
の
友
愛

訪
問
を
実
行
す
る
事
を
目
標

に
し
、
実
現
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
何
を
や
れ
ば
い
い

春 住 校 区春 住 校 区

春
住
校
区
長
生
ク
ラ
ブ
連
合
会�

会
長　

南
里　

み
ど
り

ホ
ッ
と
す
る
花
園

ホ
ッ
と
す
る
花
園

の
か
分
か
ら
ず
手
始
め
に
、

雑
巾
作
り
を
女
性
部
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
願
い
作
成
し
ま

し
た
。

　
初
め
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
り
ん
ご
の
家
を
訪
問

し
て
、
雑
巾
を
30
枚
お
渡
し

し
て
「
消
毒
に
枚
数
が
必
要

な
の
で
助
か
り
ま
す
」
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

と
し
て
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
利

用
者
さ
ま
の
お
相
手
を
し
て

欲
し
い
と
ご
意
見
を
頂
く
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

2
度
目
の
友
愛
訪
問
は
、

共
同
生
活
援
助
を
行
っ
て
い

る
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

つ
き
う
さ
ぎ
で
す
。
雑
巾
を

30
枚
贈
呈
し
「
こ
ん
な
に
沢

山
！
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ば

れ
ま
し
た
。
責
任
者
よ
り
地

域
と
の
交
流
を
支
え
た
い
と

要
望
が
あ
り
、
町
内
の
行
事

に
参
加
す
る
事
を
す
す
め
ま

し
た
。
今
回
訪
問
し
た
事
で
、

身
近
に
こ
の
様
な
施
設
が
あ

る
の
を
知
り
得
た
の
で
、
訪

問
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
を
頂

い
た
の
で
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ঁੑ෦
༑Ѫの
ঁੑ෦
༑Ѫの Θ

板付校区
　　前校区女性部長　山崎　恵

二度の友愛訪問
〜手作り雑巾を贈呈〜

中
の
一
角
に
あ
る
小
さ
な
花
壇
で

す
が
、
四
季
折
々
に
い
ろ
い
ろ
な

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
人
通
り
が

多
い
所
で
あ
り
、
通
勤
通
学
の
方

が
花
を
見
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ

「
ワ
ァ
ー
き
れ
い
ネ
」
と
、
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
言

葉
を
聞
く
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

春住にある癒やしの花園春住にある癒やしの花園



令和5年7月15日令和5年7月15日 第68号（8）第68号（8）

わが町歴史散歩第14回

博多にまつわる歴史をご紹介します

御供所地区長寿会
副会長　　武田　与一

　
私
ど
も
が
住
む
御
供
所
地
区
は
、

東
西
を
御
笠
川
と
大
博
通
り
、
南
北

は
明
治
通
り
と
国
体
道
路
に
囲
ま

れ
、
お
寺
の
敷
地
が
地
区
の
約
半
分

を
も
占
め
る
寺
町
で
す
。

　
博
多
は
、
古
く
か
ら
大
陸
と
の
窓

口
で
、
唐
・
宋
で
修
行
し
た
僧
が
、

そ
れ
ぞ
れ
帰
朝
後
博
多
に
寺
と
宗
派

を
開
い
て
い
ま
す
。
真
言
宗
・
最
初

霊
場
「
東
長
寺
」、
臨
済
宗
・
扶
桑

最
初
禅
窟
「
聖
福
寺
」、
山
笠
発
祥

の
臨
済
宗
「
承
天
寺
」
を
中
心
に
お

寺
の
数
は
30
余
を
数
え
ま
す
。
さ
ら

に
、
明
治
通
り
を
は
さ
む
隣
の
大
浜

地
区
の
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
の
8
つ
の

寺
ま
で
あ
わ
せ
る
と
40
余
の
寺
が
連

な
り
ま
す
。

　
争
い
ご
と
で
焼
亡
・
再
建
・
移
転

さ
れ
な
が
ら
も
継
承
さ
れ
、
黒
田
藩

の
防
衛
線
と
し
て
お
寺
の
移
転
集
合

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
現
在
の

寺
町
が
で
き
、
今
に
至
り
ま
す
。

　
そ
の
面
影
は
、
御
笠
川
沿
い
に
、

御
笠
新
橋
の
承
天
寺
か
ら
聖
福
寺
・

幻
住
庵
・
西
教
寺
・
入
定
寺
・
本
岳

寺
と
明
治
通
り
（
東
大
橋
）
ま
で
約

８
０
０
㍍
、
隣
の
大
浜
地
区
の
妙
典

寺
か
ら
石
堂
大
橋
際
の
正
定
寺
ま
で

続
き
、
御
笠
川
岸
約
１
㌔
に
も
な
り

ま
す
。
幻
住
庵
の
森
、
林
立
す
る
墓

石
の
墓
地
、
東
大
橋
を
渡
っ
て
一
行

寺
・
本
長
寺
の
墓
地
に
凛
と
立
つ
銀

杏
の
遠
景
も
気
持
ち
の
落
ち
着
く
眺

め
で
す
。
対
岸
か
ら
歩
い
て
の
眺
め

は
、他
に
は
な
い
壮
観
な
風
景
で
す
。

　
そ
し
て
、
他
で
は
味
わ
え
な
い

風
情
・
一
番
の
絶
景
、
聖
福
寺

を
方
形
に
囲
む
内
塀
沿
い
の
約

５
０
０
㍍
の
道
が
お
す
す
め
で
す
。

道
沿
い
は
寺
の
塀
と
門
の
み
で
、

民
家
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
呉
服
町
交
差
点
か
ら
博
多
大

橋
を
越
え
中
洲
に
入
る
ま
で
こ
の

よ
う
な
寺
と
塀
沿
い
の
道
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夕
方

の
暗
が
り
の
始
ま
り
、
子
ど
も
の

頃
、
通
り
か
か
る
と
薄
暗
さ
に
不

安
に
な
り
全
力
で
走
り
抜
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
心
細
さ
は
、
暴
れ

ん
坊
将
軍
な
ど
で
見
る
江
戸
の
大

名
屋
敷
や
寺
に
長
く
続
く
土
塀
の

寺
の
あ
る
川
沿
い
の
風
景

通
り
の
風
景
そ
の
も
の
で
す
。

　
灯
り
は
点
々
と
あ
る
門
前
の
提

灯
だ
け
。
隠
密
な
ど
が
暗
が
り
で

ホ
イ
と
越
え
た
り
、
ピ
ョ
ン
と
飛

び
降
り
る
あ
の
風
景
で
、
辻
斬
り
、

暗
殺
、
誘
拐
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
明
治
に
な
っ
て
も
、
大
久
保
利

通
が
夜
間
暗
殺
さ
れ
た
紀
尾
井
坂

が
有
名
で
す
。
こ
こ
は
紀
州
藩
・

尾
張
藩
・
井
伊
（
彦
根
藩
）
の
大

藩
の
武
家
屋
敷
に
囲
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
も
江
戸
の
寺
町
・
大
名

屋
敷
の
風
情
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
聖
福
寺
の
内
塀
の
道
は
、
特

に
夜
は
人
通
り
が
少
な
く
、
今
は

街
灯
が
点
灯
し
て
い
ま
す
が
、
突

然
辻
斬
り
か
も
。

江戸の寺町の風情あふれる江戸の寺町の風情あふれる

今
に
残
る
江
戸
の

武
家
屋
敷
・
寺
の
風

広 報 部 の紹介
新しいメンバーが

増えました！

広報部では、1 月と 7 月の年に 2 回発行している「博高
連だより」の紙面の振り分け、校正作業を行っています。

広
報
部
会
委
員
の
皆
さ
ん
と

活
動
推
進
員
の
隈
本
氏

令和 5 年度 広報部会委員
広 報 部 長 稲益　　満 東吉塚
広報副部長 南里�みどり 春　住

広 報 部 員
板谷�加代子 千　代
渕上�　文子 那珂南
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会 員 の声 「私の健康法」「私の健康法」テーマ

大浜地区　楽生会
田中　寛（94）

94 歳まで長生きできたのは

①小学生の頃から今日までガンバってきた「剣道！！」
　今でも竹刀の素振りをやっている。おかげで「基礎 
　体力」ができあがった。
②65年間連れ添ってきた「女房の手料理！！」
　全然あきない！美味しい！
③「テレビ体操」
　NHK9：55。同じく14：00。各5分間（土日は休み）。
④「ウォーキング」
　みんなでワイワイも楽しいけど、私は一人で「足の
　向くまま、気の向くまま」気を使わず気楽に楽しん
　でいます。時間もコースもフリー！！
歩くことは「健康の根本！！」
　実はちょっと恥ずかしい話ですけど、週に2回ほど、
女房のスーパーへの買い出しにゴロゴロ（後ろに車が
ついた買い物カート）を引いて往復40分歩いています。
　ちょっぴり恥ずかしいけど、これも健康のため！頑
張っています。足の早い女房に置き去りにされないよ
うに、フーフー、フラフラしながら頑張っています。
100歳目指して〜！！

　私の健康法は、最初に朝起きるとお花の
手入れをします。私はとても花が好きです。
太陽をあびながら水をやるのが特に生きが
いを感じます。また、野菜も植えています
ので、5 色の野菜料理も健康を考えつくっ
ています。
　次に詩吟教室をしていますので仲間と大
きな声で吟じています。終わってからはお
茶を呑みながら楽しんでいます。
　良き友のおかげで年を取るのも忘れそう
です。このような 1 日が私の健康法です。

東吉塚校区　東吉塚なかよしの会
西田　恒子（87）

お花の手入れと詩吟仲間

新型コロナウィルス感染症の
影響により外出の機会が減少
したことで、自分では気づか
ないうちに体力が低下したり、
意欲や認知機能が低下するな
ど、フレイルの進行が心配さ
れています。

フレイル予防の基本は、栄養
（+ 口腔機能）、運動、社会参
加の３つの柱と、生活習慣病
などの重症化予防です。

加齢とともに心身の活力（体力、
気力、認知機能、社会とのつなが
り等）が徐々に低下し、要介護状
態になる前の『虚弱』な段階をい
います。
フレイルになっても、早期に気づ
いて日常生活を見直すことで、健
康な状態に戻ることができます。

　運動実技を中心に、歯科衛生士や管理栄養士等による講話でフレイル予
防法を学びます。全5回のコースです。
・開催日時　①8月28日（月）　②9月4日（月）　③9月15日（金）　④9月20
日（水）　⑤10月23日（月）　　10時〜12時　
・場所　博多区役所５階集団指導室
・申し込み方法　８月10日（木）17時までに博多区地域保健福祉課へ電話ま
たはFAXを
※詳しくは7月15日号の市政だよりをご確認ください。

【お問い合わせ先】博多区地域保健福祉課
電話：092-419-1100　FAX：092-402-1169

★「知っとぉ？フレイル予防教室」を開催します

コロナ禍で落ちた体力を取り戻しましょう
～知っとぉ？フレイル予防教室のご案内～
〇外出自粛で体力が落ちていませんか？ 〇フレイル予防の基本

〇フレイルとは…

前向きな考え方で
美野島校区��美野島ことぶき会

古屋　征範（82）

　私は 30 代の半ばまで
柔道の試合に明け暮れ
た。勝つと思えば勝ち、
負けると思えば負けた。
不安や悩みを作り出す
根源は心の持ち方 1 つ
だと思う。
　私のいまの健康法は
プラスの暗示（毎日が楽
しい、自信にあふれている）などの前向き
な考え方を持って生きる事としている。難
しい事ではあるが。
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希望者は、福岡市社会福祉協議会博多区社協事務所に
お問い合わせください お問合わせ先 ☎ 092-436-3651

　かかりつけの病院、緊急連絡先等の情報が書かれた紙「安心カード」を筒状の専用容器（キット）
に入れて冷蔵庫に保管し、緊急時に「安心カード」の情報を元に迅速な対応を行うことができます。
　配布の対象は一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、地域で見守りが必要な方です。

安心情報キット

　外出時での事故や急病になった場合に備えて、名前・住所・電話番号・緊急連絡先・かかりつけ病
院等の情報をあらかじめ記載しておくものです。このカードを携帯しておくことで万が一の場合、
駆けつけた救急隊や警察が緊急連絡先を把握することができ迅速な連絡が期待できます。
　カードは市内の高齢者、障がい者、持病のある方など、希望者にはどなたでも提供いたします。

緊急時連絡カード

救急隊員等にキットがあることを知らせるため
に、キットの中に入っているマグネットを《冷蔵
庫の扉》と《玄関の内側》に貼っておきます。

緊急時連絡カード

安心情報キット

一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、地域で
見守りが必要な方は、ぜひご活用ください。

もしもの時の〝命づな〟
「安心情報キット」
「緊急時連絡カード」

　高齢者を狙った還付金詐欺が急増し
ています。以下の手口を覚え、未然防
止に努めましょう。

NTT 西日本の詐欺対策が無料に！

ニセ電話詐欺に注意 !!ニセ電話詐欺に注意 !!

電話でお金はすべて詐欺！
すぐに相談、110番！
博多警察署☎092-412-0110

博多警察署
お知らせ

オレオレ詐欺 サポート詐欺還付金詐欺
親族等を装って、示談金
等を名目に金銭をだまし
取る。

還付等に必要な手続きを
装って、ATMを操作させ、口
座に送金させる。

パソコン等の画面に「ウイ
ルスに感染した」とのニセ
の警告を表示させ、対策ソ
フトやサポート費用を電子
マネーで支払わせる。

・ 通帳やキャッシュ
カードを渡さない！

・ 他人に暗証番号を教
えない！

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。

至
急
、
こ
の
電
話
番
号
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◯
◯
◯
‐
◯
◯
◯
◯
‐
◯
◯
◯
◯

市役所の職員です。保険料
の還付があります。今日中
に手続きが必要。言う通り
にATMを操作してください。

お母さん。
会社のお金で株に失敗し
た。このことは誰にも言わ
ないで。◯◯万円用意して。

〇車の運転は、安全な速度での運転、止まらなければいけ
ない場所では必ず止まるを心掛けましょう。

〇自転車に乗る時は、車の運転と同じよう
に信号や標識を守り、ヘルメットを着用し
ましょう。

〇徒歩での外出は、反射材の活用や道路を
渡る時は必ず止まって安全確認しましょう。

期間７月 10 日～ 19 日まで
期間中は、自転車の安全利用や飲酒運転を見掛
けた際の 110 番通報等にご協力願います。

交通事故防止のポイント

交通死亡事故多発・注意 !!交通死亡事故多発・注意 !!
　新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和さ
れ、コロナ前の日常に戻りつつある中で、県内では交
通死亡事故が多発し、22年ぶりに交通死亡事故警戒
宣言が発令されました。博多警察署管内でも３件の死
亡事故が発生しています。

1�諸岡で発生した歩行者の死亡事故
　横断歩道横断中の歩行者に軽乗用車が衝突

2�立花寺北交差点で発生
　した自転車の死亡事故
　横断歩道横断中の自転車
　に右折車両が衝突

3�立花寺で発生したバイク
　の死亡事故
　右折車両に直進のバイク
　が衝突

固定電話の防犯機能を高めましょう！

ご興味のある方は
NTT 西日本特殊詐欺対策ダイヤル
　　　0120-931-965

①ナンバー・ディスプレイ、ナンバー・リク
エストの高齢者（70 歳以上）無償化

★かかってきた電話番号を確認し、知らない番
号にでないことは被害防止にとても有効です！

★サービスを利用すると、万が一、犯人の電話に
でてしまっても、詐欺の危険性を察知できます！

★犯人グループは、予め手に入れた名簿をも
とに、電話をかけてくるので、電話番号変更
は有効です！

③電話番号の変更に関する工事費の無償化

②特殊詐欺対策サービスの無償化

夏の
交通安全
県民運動

【問合せ】博多警察署交通第一課☎092-412-0110
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短短

歌歌

文
芸
欄
馴
染
み
の
名
前
目
で
追
っ
て

文
芸
欄
馴
染
み
の
名
前
目
で
追
っ
て

　
　
あ
っ
た
あ
っ
た
と
一
人
で
笑
笑

　
　
あ
っ
た
あ
っ
た
と
一
人
で
笑
笑

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　
　

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　
　

和
な
ご
み
の
白
き
ソ
ッ
ク
ス
あ
り
が
た
し
　

和
な
ご
み
の
白
き
ソ
ッ
ク
ス
あ
り
が
た
し
　

孫
に
も
ら
い
て
力
づ
く
な
り

孫
に
も
ら
い
て
力
づ
く
な
り

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子
　

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子
　

一
日
の
歩
数
ス
マ
ホ
で
確
認
す

一
日
の
歩
数
ス
マ
ホ
で
確
認
す

お
や
す
み
前
の
私
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

お
や
す
み
前
の
私
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　
　

那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　
　

新
聞
の
チ
ラ
シ
に
載
れ
る
旅
あ
ま
た

新
聞
の
チ
ラ
シ
に
載
れ
る
旅
あ
ま
た

夫
と
二
人
で
行
き
し
場
所
あ
り

夫
と
二
人
で
行
き
し
場
所
あ
り

那
珂
校
区
　
日
下
部
　
洋
子
　

那
珂
校
区
　
日
下
部
　
洋
子
　

会員文芸会員文芸 〜多数の寄稿ありがとうございました〜

あ
と
が
き

　
コ
ロ
ナ
禍
の
縛
り
も
緩
和
さ

れ
老
人
会
の
行
事
も
少
し
ず
つ

で
す
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
皆

さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
機
会
も

ふ
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
博
高
連
だ
よ
り
」
へ
の
原
稿

の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
文
芸
欄
、
楽
し
み
に
し
と

う
よ
！
」
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
夏
本
番
に
向
か
い
、
熱
中
症

等
、
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

広
報
部
会　
板
谷　
加
代
子

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

 

皆
様
方
へ

　
こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願

っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

俳俳

句句

亡
き
母
を
偲
ぶ
阿
蘚
路
の
野
菊
か
な

亡
き
母
を
偲
ぶ
阿
蘚
路
の
野
菊
か
な

大
浜
地
区
　
田
中
　
寛
　
　
　

大
浜
地
区
　
田
中
　
寛
　
　
　

川川

柳柳

生
き
返
る
三
年
待
っ
た

生
き
返
る
三
年
待
っ
た
山山や
ま
や
ま笠笠
の
ぼ
せ
の
ぼ
せ

大
浜
地
区
　

大
浜
地
区
　
大
石
　
和
子
　
　

大
石
　
和
子
　
　

カ
ラ
オ
ケ
に
な
つ
メ
ロ
行
き
も
生
き
が
い
に

カ
ラ
オ
ケ
に
な
つ
メ
ロ
行
き
も
生
き
が
い
に

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　
　

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　
　

月
二
度
の
な
つ
メ
ロ
楽
し
行
き
帰
り

月
二
度
の
な
つ
メ
ロ
楽
し
行
き
帰
り

東
吉
塚
校
区

東
吉
塚
校
区
　　
辻
田
　
シ
ヅ
ヨ
　

辻
田
　
シ
ヅ
ヨ
　

な
つ
メ
ロ
で
脳
が
生
き
生
き
若
が
え
り

な
つ
メ
ロ
で
脳
が
生
き
生
き
若
が
え
り

東
吉
塚
校
区
　

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　
　

佐
谷
　
寛
義
　
　

薬
ど
こ
の
ん
だ
じ
ゃ
な
い
の
今
さ
っ
き

薬
ど
こ
の
ん
だ
じ
ゃ
な
い
の
今
さ
っ
き

東
吉
塚
校
区
　

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
満
　
　
　

稲
益
　
満
　
　
　

か
み
あ
わ
ぬ
話
し
相
手
も
認
知
症

か
み
あ
わ
ぬ
話
し
相
手
も
認
知
症

那
珂
南
校
区
　
桐
原
　
学
　
　
　

那
珂
南
校
区
　
桐
原
　
学
　
　
　

吾吾わ
れ
も
こ
う

わ
れ
も
こ
う
亦
紅
亦
紅
母
に
母
に
詫詫わ
び
わ
び
た
い
歌
詞
の
あ
り

た
い
歌
詞
の
あ
り

那
珂
南
校
区
　
田
中
　
教
子
　
　

那
珂
南
校
区
　
田
中
　
教
子
　
　

半
認
知
仲
々
出
来
ぬ
遺
言
書

半
認
知
仲
々
出
来
ぬ
遺
言
書

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

釜
ゆ
で
の
竹
の
子
に
皆
箸
止
ま
ず

釜
ゆ
で
の
竹
の
子
に
皆
箸
止
ま
ず

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　
　

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　
　

紫
陽
花
も
雨
に
歌
い
て
競
い
し

紫
陽
花
も
雨
に
歌
い
て
競
い
し

東
吉
塚
校
区
　
松
尾
　
美
保
子
　

東
吉
塚
校
区
　
松
尾
　
美
保
子
　

散
歩
道
今
年
も
見
れ
た
梅
の
花

散
歩
道
今
年
も
見
れ
た
梅
の
花

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

花
ふ
ぶ
き
明
る
い
未
来
へ
孫
の
せ
て

花
ふ
ぶ
き
明
る
い
未
来
へ
孫
の
せ
て

　　
東
吉
塚
校
区
　

東
吉
塚
校
区
　
金
丸
　
幸
子
　
　

金
丸
　
幸
子
　
　

葉
桜
や
す
き
間
に
き
ら
り
踊
る
朝

葉
桜
や
す
き
間
に
き
ら
り
踊
る
朝

東
吉
塚
校
区

東
吉
塚
校
区
　
前
之
園
　
フ
ヂ
ヱ

　
前
之
園
　
フ
ヂ
ヱ

潔
さ
は
か
な
さ
も
ま
た

潔
さ
は
か
な
さ
も
ま
た
桜桜は
な
は
な
吹
雪
吹
雪

東
吉
塚
校
区

東
吉
塚
校
区
　
内
藤
　
多
美
子
　

　
内
藤
　
多
美
子
　

芽
を
出
し
た
ひ
と
冬
耐
え
た
折
り
鶴
蘭

芽
を
出
し
た
ひ
と
冬
耐
え
た
折
り
鶴
蘭

東
吉
塚
校
区

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　
　

　
稲
益
　
宏
子
　
　

山
越
に
峠
を
飾
る
藤
の
花

山
越
に
峠
を
飾
る
藤
の
花

東
吉
塚
校
区

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　
　

　
安
武
　
浩
二
　
　

新
緑
の
桜
島
へ
の
里
が
え
り

新
緑
の
桜
島
へ
の
里
が
え
り

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子
　

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子
　

窓
ご
し
に
見
る
風
花
や
シ
ョ
パ
ン
聞
き

窓
ご
し
に
見
る
風
花
や
シ
ョ
パ
ン
聞
き

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子
　

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子
　

鍬
傷
の
筍
届
く
糠
添
へ
て

鍬
傷
の
筍
届
く
糠
添
へ
て那

珂
校
区
　
廣
田
す
み
子
　
　

那
珂
校
区
　
廣
田
す
み
子
　
　

娘
孫
時
代
を
映
す
花

娘
孫
時
代
を
映
す
花
筏筏
い
か
だ
い
か
だ

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　
　

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　
　

『博高連だより』文芸作品募集『博高連だより』文芸作品募集

短 歌

川 柳

俳 句

日頃、感じたことや思ったことを日頃、感じたことや思ったことを
作品で表現してください！作品で表現してください！

たくさんのご投稿お待ちしています。たくさんのご投稿お待ちしています。

★
あ
な
た
の
作
品

　

広
報
紙
に
掲
載
し
て

　
　
　

み
ま
せ
ん
か
★
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かかたたはは 熱熱 中中 人人
ねっちゅうびとねっちゅうびと

第16回 会員の皆さんが、いま熱中している会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。趣味や活動をご紹介します。

　
熱
中
人
を
語
る
前
に
、
熱
中
人
誕
生
ま
で
の

経
緯
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

冷
泉
老
連
は
全
老
連
の
三
大
運
動
「
健
康・友
愛・

奉
仕
」
を
基
本
に
3
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

1
つ
目
が
「
仲
間
・
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
」、

2
つ
目
が
「
高
齢
者
の
経
験
、
知
識
を
活
か
し

た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」、
3
つ
目
が
「
友
愛
活

動
」
で
す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
各
種
の
同
好

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
当
時
の
同
好
会
は
ダ
ー
ツ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
好
会
づ
く
り
は
何
か
ら
始
め
る

か
検
討
し
た
結
果
、
達
成
感
を
味
わ
う
た
め
に

物
づ
く
り
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
和
紙
工
芸
品
制
作
を
検
討
し
ま
し

た
が
材
料
費
が
高
く
、
完
成
品
の
部
品
を
使
う

こ
と
か
ら
達
成

感
が
あ
ま
り
得

ら
れ
な
い
の
で

他
を
探
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
博
高

連
で
話
題
だ
っ

た
月
隈
校
区
四

葉
会
女
性
部
長

の
中
村
克
美
さ

ん
の
存
在
を
知

り
、
作
品
も
材

料
代
も
私
た
ち

に
と
っ
て
適
切

と
判
断
し
、
中

村
さ
ん
に
直
接

お
会
い
し
て
講

師
を
依
頼
し
ま

し
た
。
す
る
と
、

快
く
受
け
て
い

た
だ
き
、
会
員
と

も
に
喜
び
あ
っ

た
も
の
で
し
た
。

手
芸
で
活
躍
広
げ
る

手
芸
で
活
躍
広
げ
る

冷
泉
地
区　

冷
泉
い
ず
み
会　

岡
本　

光
世�

氏
（
69
）

　
平
成
29
年
5
月
26
日
に
第
1
回
の
手
芸
講
座
を

開
講
。
8
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
を
4
回
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
会
員
の
実
力
も
つ
き
、
同
好
会
の

名
称
を
『
さ
つ
き
会
』
と
中
村
先
生
に
命
名
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
冷
泉
地
区
老
連
に

よ
る
支
援
の
も
と『
さ
つ
き
会
』を
発
足
し
、会
長
、

副
会
長
を
置
き
自
主
運
営
を
始
め
ま
し
た
。
同
好

会
づ
く
り
は
仲
間
・
生
き
が
い
づ
く
り
有
効
手
段

に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
『
さ
つ
き
会
』
会
員
の
中
に
は
、

① 

趣
味
の
人
、
物
を
作
る
楽
し
さ
、
手
芸
を
通
し

て
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
楽
し

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
こ
と
と

思
っ
て
い
る
人

② 
自
分
の
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
生
き
が
い
の

人
、
さ
ら
に
指
導
者
と
し
て
社
会
貢
献
す
る
人

③ 

生
産
者
と
し
て
地
元
の
特
産
品
づ
く
り
に
進
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
な
ど

　
以
上
の
生
き
が
い
が
持
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
自
身
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
第

1
の
目
標
（
仲
間
・
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
）

達
成
に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
3
月
23
日
、
中
村
先
生
の
指
導
は
こ

の
日
が
最
終
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
受
講
生

10
名
の
作
品
は
見
劣
り
の
な
い
ほ
ど
の
実
力
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
2
名
に
四
葉
会
代
表

の
中
村
克
美
先
生
の
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
1
人
が
岡
本
光
世
さ
ん
で
す
。

　
平
成
31
年
2
月
20
日
、
手
芸
の
基
本
か
ら
応
用

に
至
る
ま
で
制
作
、
手
法
を
学
び
、
会
員
10
名
全

員
が
『
趣
味
』『
指
導
者
』『
ビ
ジ
ネ
ス
』
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
老
人
ク
ラ
ブ
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
発
表
展
示
会
を
通
じ
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
社
会
に
役
立
つ
存
在
と
し
て
、
生
き

て
い
け
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
、

発
表
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
校
区
内
会
員
は
元
よ
り
、
校
区
外
老
人
ク
ラ
ブ

役
員
、
関
連
機
関
に
も
案
内
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

64
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ

り
さ
つ
き
会
々
員
は
手
芸
に
対
す
る
自
信
を
持

ち
、
な
お
一
層
の
高
み
を
目
指
し
た
い
と
の
高
揚

感
が
沸
い
た
よ
う
に
私
は
感
じ
ま
し
た
。

　
特
に
、
岡
本
さ
ん
は
こ
の
時
点
で
指
導
者
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
確
信
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
今

ま
で
は
冷
泉
老
人
ク
ラ
ブ
内
で
の
活
動
で
し
た

が
、
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
生
園
で
の
指
導

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
会
員
は
校
区
外
か
ら

も
参
加
。
従
来
よ
り
緊
張
感
と
高
い
レ
ベ
ル
の
指

導
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と
当
初
は
不
安
も
あ
っ

た
よ
う
で
し
た
が
、
豊
富
な
経
験
と
技
術
力
で
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
信
頼
さ
れ
、
長
生
園
の
講
師
と

し
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
熱
中
人
誕
生
ま
で

◆
手
芸
の
奥
深
さ
を
発
信

◆
さ
ら
な
る
挑
戦

　
次
の
挑
戦
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
作
品
を
伝

承
芸
術
品
と
し
て
、
育
て
ら
れ
な
い
か
と
博
多
特

産
品
『
博
多
織
物
』
の
献
上
柄
を
使
っ
た
ク
ラ
フ

ト
バ
ン
ド
作
品
の
開
発
を
試
行
錯
誤
さ
れ
た
結
果

２
種
類
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
大
変
な
苦

労
が
伴
い
ま
し
た
が
、
本
人
の
や
り
通
す
強
い
意

思
と
技
術
力
で
克
服
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
令
和
2
年
10
月
、
第
50
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術

展
に
出
展
さ
れ
、
見
事
『
銅
賞
』
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。
や
れ
ば
何
事
も
で
き
る
の
だ
と
生
き
る
勇

気
と
自
信
が
湧
き
、
達
成
感
で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

様
子
で
し
た
。
私
た
ち
冷
泉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

誇
り
と
し
て
刻
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
は
会
員
19
名
と
な
り
ま
し
た
。
冷
泉
地
区

8
名
他
校
区
11
名
（
長
生
園
径
由
の
申
込
者
）
で

技
術
差
が
あ
り
、上・

中
・
初
級
ク
ラ
ス
に

班
分
け
し
て
月
各
1

回
指
導
し
て
い
ま

す
。
今
日
ま
で
体
調

不
良
で
休
む
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
再
起
し
て
指

導
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
取　
材
】

冷
泉
老
連

�
会
長　
中
尾　
敏
勝


